
従来点検の作業手順

トンネル点検における3次元可視化による業務の効率化

トンネル維持管理の効率化

現地点検作業の効率化･維持
管理サイクルの最適化によ
る生産性向上が必要

・生産年齢人口の減少や災害の激甚化・頻発化、インフラ老朽化対策により
建設コンサルタントの負担が増大

⇒生産性向上を目指す。

背景

＜出典＞i-Construction 2.0～建設現場のオートメーション化～(令和6年4月国土交通省)トンネル定期点検における課題

老朽化の加速、ベテランの高
齢化や退職、入職者の減少な
どによる現場作業時間の長期
化・事故発生確率の増加

３次元可視化モデルを活用

し、生産性向上を目指す

点検作業(内業)
健全性の診断

報告書の作成

定期点検記録様
式の作成

現地点検(外業) 比率

近接目視点検 30%
打音検査 35%
変状箇所スケッチ 20%
変状箇所写真 15%

点検作業(内業)
資料収集整理

現地踏査
点検計画
関係機関協議

点検作業(内業)
資料収集整理

現地踏査
点検計画
関係機関協議

現地点検(外業) 比率

近接目視点検 30%→縮減
打音検査 35%
変状箇所スケッチ 20%→縮減

変状箇所写真 15%→縮減

点検支援技術

画像撮影
レーザ計測

AIを用いた変状展
開図作成

点検作業(内業)
健全性の診断→判定精度

の向上
報告書の作成

定期点検記録様式の作成

DXを活用した作業手順

着目

３次元可視化モデルを作成・活用し、
業務効率化・現場生産性向上を図る



トンネル点検における3次元可視化による業務の効率化

3次元可視化モデルによる点検作業の効率化

導入実績

取組について

※令和6年度点検実績より算出

維持管理に係る
生産性・品質・

安全性向上

現地点検(外業) 従来の
構成比率

今回の
構成比較

近接目視点検 30% 20%
打音検査 35% 35%
変状箇所スケッチ 20% 15%
変状箇所写真 15% 10%
合計 100% 80%

現場作業時間20%縮減→生産性向上

点検支援技術

AI技術による展開図作成、
点検支援技術の有効活用

i-Construction2.0
に対応する

設計から維持管理
までのシームレスな
データ共有・連携

 現地作業の生産性向上

 現地作業時間の短縮に

よる事故発生の低下

 点検支援技術活用に

よる品質向上

・定期点検現地作業項目

AIによる展開図作成

点検支援技術とAIによる変状展開図を融合した3次元可視化モデルを構築し、現地点検時に使用することで作業の効率化を図る。

 3次元点群データ取得
 展開画像作成
 机上点検による事前確認

 AIを活用した変状展開図

点検調書

 点検調書

一
元
管
理
モ
デ
ル
の
構
築

変状箇所の位置を迅速に把握
過年度点検結果の確認

展開画像を活用し写真撮影を
省略

事前に変状展開図を作成済の
ため、現地ｽｹｯﾁの短縮が可能

タブレットを活用した
３次元可視化モデル使用状況
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